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即 文江･rf介苛.il!･岡trl守彦 ･大沢 抗
m18回ブt)マーチス研兜全 く1974)
ll)アカゲザルとマソトヒヒの削烈牲･代謝性反応


























報 告 そ の 他
1) 久保田洗(1973):顎運動への運動性皮質の関与につ
いて｡顎口腔総合研究施設報告書,p.420



































浅 野 俊 夫
4) 記憶のメカニズム

























学 会 発 表
1) 軟化スケ.}>-ルの検討一比率スケジュ ルー
















東 滋 ･鈴木 晃

















川 村 俊 磁
大島清を代表者とする霊長煩の生把生理に関する
基礎的研究の一環として,上記の2つの群れについ
て,性行動の開始と終息の時期および個体問の性行
動の頻度の推移について研究した｡
3. ポビュレ～シ;ソ分布,および遊動と現境要田に
関する研究
東 泣･足沢氏成1)
4.下北半島のニホソザルの社会生抜学
51三 弦
5. ニホソザルの個体群の維持･生活の維持にお●よは
す森林施業,その他の humanimpactの形野
末 滋
3,4,5については年報第3巻6頁参照0
3) 海外調査に関するもの
1. ゲラ〆ヒヒの社会 ･生態学的研究2)
河合雅雄 ･森栴代3)
エチオピアのセミエソ地区でゲラダヒヒの2--
ド(105,27)を個体識別し,精密な祝祭を行なっ
た.--ドとワソメイルユニットの社会榊造,社会
関係 (順位,グルーミソク,血縁等),性関係,性行
動,性周期,コミーニケーツ註ソ,社会的成R,ア
クティビティー .遊動生活について,Ti的･皿的な
研究を行なった.また,-～ド問の関係な4ハード
について調べ,ゲラ〆ヒヒ社会の全貌を把擬した｡
2. 771)カにおける盟長現の生位学的折兜
鈴 木 晃
霊長析研究所特別事業の第2年度として,兜咋皮
に引き絞き,昭和48年6月14日より昭和49年6月16
日まで,ウガソダ･ケニヤ･タソザエアで霊長桝の
生態学的研究をおこなった｡主としてウガソダのブ
ドソゴの森において,チソバソジ ,ーアビシニアコ
ロブス,ブルーモソキ ,ーアカオザル,サパソナモ
ソキ ,ーヒヒの生態学的研究を行なった｡
4) 自然保護に関する作業
川村故殺･5k一 絃
鈴施有料道路 (継綻),大峯山系および他野地-)J-,51I
rl国山地において,自然保掛こ関する誠礎誹3韮ならびに
意見具申を行なった｡
5) 野生獣Wlの保護と粒林業への被培防除の基礎的研兜
1)教務祈佐貝
2)大沢秀行 (生活史研究部門),岩木佼夢 (九大･理)
との共同研究｡
3)教務職員
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